
山形県内の令和５年の新規結核患者は４５名報告されました。
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【山形県の新規結核患者】
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結核は過去の病気ではなく、
現在も新しい患者が発生している、対策が必要な感染症です！



令和６年の庄内地域の新規結核患者は８人の報告がありました。

年代別では、８０代以上の高齢者の割合が多いことが分かります。
若い頃に知らないうちに結核菌に感染し、高齢となり、身体の免疫力が弱まり
結核を発病するケースが多いと考えられます。

長引くせきや発熱、体重減少などの症状があるときは
早めに医療機関を受診しましょう。

庄内地域の結核患者の年代別割合
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【庄内地域の結核患者の年代別割合】
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